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責 任 と 誠 意 で 地 域 社 会 建 設 に 奉 仕 す る

特 定 建 設 業

　 （ 仮 称 ） 上 曽 ト ン ネ ル 本 体 工 事 貫 通 式 が ４ 日 、 ト ン ネ ル 坑 内 で 挙 行 さ れ た 。事 業 者 は 石 岡 市 お よ び 桜 川 市 、 発 注 者 は 茨 城 県 、 施 工 者 は 大 林 ・ 株 木 ・ 市 村 ＪＶ （ 石 岡 工 区 ） と 大 成 ・ 岡 部 ・ 白 田 Ｊ Ｖ （ 桜 川 工 区 ）  。 各 関 係 者 が 参 集 し 、 貫通 発 破 や 通 り 初 め 、 鏡 開 き な ど を 実 施 し た 。 上 曽 ト ン ネ ル の 全 長 は ３ ５ ３ ８ ｍで 、 開 通 す れ ば 県 内 最 長 の 道 路 ト ン ネ ル と な る 。 完 成 は ２ ０ ２ ５ 年 度 を 見 込 んで い る 。

　
県 出 先 ４ 事 務 所 と 県 建 設

業 協 会 土 浦 支 部 （ 小 林 伸 行支 部 長 ＝

写 真 左

） は ６ 月

3 0

日 、 事 務 事 業 打 合 せ 会 議 およ び 意 見 交 換 会 を 県 土 浦 土木 事 務 所 会 議 室 で 開 催 した 。 県 土 浦 土 木 事 務 所 （ 大森 満 所 長 ＝

写 真 右

）  ・ 県 流

域 下 水 道 事 務 所 （ 磯 野 健 寿

ま の ご 意 見 を う か が え れ ばと 思 う 。 先 日 は 冠 水 災 害 が 川 市 長 （

写 真 上 段 左

） ら が

点 火 の ス イ ッ チ を 押 し た 。続 い て 、 貫 通 点 清 め の 儀 や関 係 者 の 通 り 初 め を 執 り行 っ た 。　
事 業 者 あ い さ つ で は 谷 島

石 岡 市 長 が 「 本 日 ３ ５ ３ ８ｍ の ト ン ネ ル が 貫 通 し た 。新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症の 流 行 な ど 、 厳 し い 環 境 で施 工 さ れ た と 思 う 。 軟 弱 地

　
土 地 の 所 在 は 、 つ く ば エ

ク ス プ レ ス 万 博 記 念 公 園 駅の 北 西 に 位 置 す る Ｄ

2 6街 区

④ 画 地 。 面 積 は ７ ４ ２ ・ ７８ ㎡ 。　
用 途 地 域 は 近 隣 商 業 地 域

（ 建 ぺ い 率

8 0％ 、 容 積 率 ２

０ ０ ％ ）  。 地 目 は 宅 地 。　
周 辺 道 路 は 、 主 要 地 方 道

　
会 議 で は 、 土 木 部 公 共 事

業 等 の 執 行 方 針 や 各 事 務 所の 主 要 事 業 、 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 活用 の 実 施 方 針 、 建 設 発 生 土の 搬 出 先 明 確 化 、 工 事 事 故な ど に つ い て 説 明 。　
意 見 交 換 は 土 浦 支 部 が ▽

完 全 週 休 二 日 制 ▽ 情 報 共 有シ ス テ ム ▽ 既 製 杭 工 事 の 実勢 価 格 ▽ 設 計 変 更 ▽ 排 水 樋管 工 事 ▽ 契 約 工 事 の 変 更 手続 き

－ な ど

1 2項 目 を 要 望 し

意 見 を 交 わ し た 。 に 向 上 す る 」 と 期 待 。　
白 田 信 夫 県 議 会 議 員 （

写

真 中 段 左

） が 「 沢 山 の 人 々

の 願 い が 込 め ら れ て い る 。必 ず 素 晴 ら し い ト ン ネ ル がで き る と 確 信 し て い る 」  、戸 井 田 和 之 県 議 会 議 員 （

写

真 下 段 右

） が 「 関 係 者 の

方 々 、 地 元 住 民 の 皆 さ ま のご 協 力 の お か げ 。 皆 で 開 通の 日 を 笑 顔 で 迎 え た い 」  、櫻 井 信 幸 県 議 会 議 員 （

写 真

下 段 中 央

） が 「 こ の ト ン ネ

ル の 開 通 に よ り 石 岡 市 と 桜川 市 で さ ま ざ ま な 交 流 が 図ら れ 、 絆 が 深 ま っ て い く こと が 期 待 さ れ る 」 と 祝 辞 。　
施 工 者 を 代 表 し て ㈱ 大 林

組 の 東 出 明 宏 常 務 執 行 役 員東 京 本 店 土 木 事 業 部 長 （

写

真 下 段 左

） が 「 技 術 と 経 験

を 最 大 限 に 駆 使 し 、 無 事 貫通 の 日 を 迎 え る こ と が で きた 。 ま だ 工 事 は 終 わ っ て いな い の で 竣 工 目 指 し て 施 工

所 長 ）  ・ 県 県 南 水 道 事 務 所（ 野 中 伸 一 所 長 ）  ・ 県 中 央 水道 事 務 所 （ 清水 敏 治 所 長 ）か ら 所 長 や 幹部 職 員

1 6人

が 、 支 部 か らは 正 副 支 部 長ら ６ 人 が 出 席し 、 今 年 度 の主 要 事 業 や 建設 事 業 の さ まざ ま な 問 題 つい て 情 報 を 共有 し た 。　
冒 頭 、 小 林

支 部 長 は 「 管内 は 事 業 も 多く さ ま ざ ま な問 題 も 発 生 して お り 、 皆 さ 　
式 典 で は ま ず 、 貫 通 発 破

を 実 施 。 谷 島 洋 司 石 岡 市 長（
写 真 上 段 右

）  、 大 塚 秀 喜 桜

　
県 宅 地 整 備 販 売 課 は ４

日 、 上 河 原 崎 ・ 中 西 地 区 の商 業 ・ 業 務 施 設 等 用 地 分 譲に 係 る 一 般 競 争 入 札 を 執行 。 不 動 産 賃 貸 な ど を 手 掛け る セ ル レ ア ㈱ （ 美 浦 村 ）が 落 札 し た 。 事 業 計 画 は 店舗 兼 共 同 住 宅 と し て お り 、今 年

1 1月 に 着 工 す る 予 定 。

あ っ た が 、 支 部 と し て 災 害対 応 の シ ス テ ム を 構 築 し てお り こ れ か ら も 対 応 に 協 力し て い き た い 」  と あ い さ つ 。　
県 側 を 代 表 し て 大 森 所 長

は 「 日 頃 か ら 地 域 の 安 全 の守 り 手 と し て 協 力 い た だ き感 謝 。 事 業 推 進 に あ た り 円滑 な 発 注 と 迅 速 な 執 行 を 目指 し て い る 。 本 日 の 会 議 によ り 今 後 の 事 業 執 行 が 今 まで 以 上 に 円 滑 に 進 む こ と を祈 念 す る 」 と 述 べ た 。 盤 へ の 対 策 を 講 じ る な ど の難 局 を 乗 り 越 え て 本 日 を 迎え ら れ た こ と は 感 無 量 」 と喜 ん だ 。　
大 塚 桜 川 市 長 は 「 ト ン ネ

ル の 開 通 に よ り 利 便 性 の 向上 や 県 の 発 展 に 大 き な 波 及効 果 が 期 待 さ れ る 。 １ 日 も早 い 全 線 開 通 を ご 祈 念 申 し上 げ る 」 と 述 べ た 。　
来 賓 祝 辞 で は 関 口 忠 男 石

岡 市 議 会 議 長  （

写 真 中 段 右

）

が 「 県 南 地 域 と 県 西 地 域 を茨 城 空 港 に つ な げ る 重 要 な幹 線 道 路 と な る 」  、 萩 原 剛志 桜 川 市 議 会 議 長 （

写 真 中

段 中 央

） が 「 桜 川 市 と 石 岡

市 の 交 通 の 利 便 性 が 飛 躍 的

つ く ば 真 岡 線 バ イ パ ス 、 つく ば 市 道 ７

－ ４ ０ ４ ０ 号 線

に 接 し て い る 。　
当 日 の 入 札 に は 同 社 の み

が 参 加 。 落 札 価 格 は 予 定 価格 （ 最 低 売 却 価 格 ） と 同 額の ５ １ １ ０ 万 ３ ０ ０ ０ 円だ っ た 。　
建 物 の 規 模 は Ｓ 造 ３ 階 建

て 延 べ 床 面 積 ７ ３ ６ ・ ５ ㎡（ 建 築 面 積 ２ ６ ９ ・ ８ ㎡ ）  。完 成 予 定 は 来 年 ７ 月 と し てい る 。 者 一 丸 と な り 頑 張 っ て ま いり た い 」 と 謝 辞 。　
そ の 後 は ２ つ の 樽 の 鏡 開

き を 行 っ た 後 、 大 成 建 設 ㈱の 安 部 吉 生 常 務 執 行 役 員 土木 営 業 本 部 副 本 部 長 が 乾 杯の 発 声 。 万 歳 三 唱 を 行 い 、無 事 に 閉 会 し た 。　
牛 久 市 は ２ ０ ２ ２ ・

2 3年

度 競 争 入 札 参 加 資 格 審 査 申請 の 追 加 受 付 （ 物 品  ・  役 務 ）を ８ 月 １ 日 か ら ８ 月 ７ 日 まで の 期 間 で 実 施 す る 。 申 請方 法 は 郵 送 等 （ 書 留 ま た は簡 易 書 留 、 宅 配 便 可 ） 又 は持 参 と す る 。　
申 請 区 分 は 「 物 品 （ 物 品

の 販 売 ・ 役 務 提 供 ・ 印 刷 請負 等 ）  」  。 有 効 期 間 は

2 3年

1 0

月 １ 日 か ら

2 4年 ３ 月

3 1日 。

　
な お 、 建 設 工 事 ・ コ ン サ

ル タ ン ト に つ い て は 県 と の共 同 受 付 で 行 う 。 受 付 期 間は ８ 月 １ 日 ～ ７ 日 ま で 。　
問 い 合 わ せ 先 お よ び 提 出

先 は 契 約 検 査 課 （ 〒 ３ ０ ０－ １ ２ ９ ２ 、 牛 久 市 中 央 ３－

1 5

－ １ 、 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９

－

８ ７ ３

－ ２ １ １ １ 内 線 １ ０

３ １ ・ １ ０ ３ ２ ） ま で 。　
下 妻 市 は 、 旧 本 庁 舎 解 体

に 向 け た 設 計 業 務 を 進 め てい く 。 設 計 の 指 名 競 争 入 札は ７ 月

1 1日 開 札 の 予 定 で 、

1 0月 末 ま で の 策 定 を 目 指
す 。 着 工 時 期 は ２ ０ ２ ４ 年度 以 降 で 検 討 し て い る 。　

解 体 跡 地 の 利 活 用 方 法 に
つ い て も 、 今 後 検 討 し て いく 。 庁 舎 南 側 に あ る 駐 車 場は 、 現 在 は 新 庁 舎 等 の 駐 車場 と し て 利 用 し て い る 。　

旧 本 庁 舎 の 建 物 規 模 は 、
Ｒ Ｃ 造 ３ 階 建 て 、 延 べ 面 積４ ０ ０ ９ ㎡ 、 築 年 数

5 0年 以

上 が 経 過 し て い る 。 敷 地 内に は 第 ２ 庁 舎 な ど も あ る 。

こ ん な 現 場 を 監 督 し た い 」と 、 土 木 職 員 と し て の 士 気が 大 い に 高 ま る の を 感 じ てい た の で す 。 ２ 年 後 に 担 当し た 主 要 地 方 道 つ く ば 益 子線 岩 瀬 跨 線 橋 の 上 部 工 工 事で は 、 神 明 大 橋 の 資 料 を 参考 に 設 計 書 の 作 成 や 現 場 管理 を 行 い 、 何 と か 無 事 に 完成 さ せ る こ と が で き ま した 。　
そ の 後 、 再 び 常 総 バ イ パ

ス に 関 わ っ た の は 平 成

2 4年

度 ～

2 5年 度 、 常 総 工 事 事 務

所 の 所 長 を 務 め て い た 時 のこ と で す 。 東 日 本 大 震 災 の爪 跡 が 残 る 中 、 平 成

2 9年 の

首 都 圏 中 央 連 絡 自 動 車 道 開通 に 合 わ せ 、 常 総 イ ン タ ーチ ェ ン ジ か ら 国 道 １ ２ ５ 号ま で の ４ 車 線 化 を 完 了 す べ

く 、 予 算 確 保 、 工 事 発 注 に奔 走 し て お り ま し た 。　
３ ～ ５ 工 区 の 分 割 工 事

で 、 交 通 量 は １ 日 ２ 万 台 を超 え る ほ ど で し た 。 そ ん な中 で も 、 無 事 故 で 工 事 を 終え ら れ た の は 、 工 事 業 者 間の 綿 密 な 連 携 、 徹 底 し た 現場 の 安 全 管 理 の お か げ で あり 、 関 係 者 の 皆 様 に 改 め て御 礼 申 し 上 げ ま す 。　
ま た ４ 車 線 化 に 合 わ せ 、

常 総 イ ン タ ー チ ェ ン ジ の ラン プ 橋 と 料 金 所 ま で の Ｂ 区間 の 整 備 も 一 体 的 に 実 施 して い ま し た 。 国 土 交 通 省 やＮ Ｅ Ｘ Ｃ Ｏ 東 日 本 の 工 事 と同 時 進 行 に な る た め 、 工 事範 囲 や 進 入 路 お よ び 開 通 目標 に 向 け た 工 程 な ど 、 協 議調 整 に は 非 常 に 苦 労 し て い

ま し た 。　
そ の 後 、 平 成

2 7年 ９ 月 に

起 き た 関 東  ・  東 北 豪 雨 で は 、常 総 イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 一部 用 地 を 災 害 廃 棄 物 の 仮 置場 と し て 活 用 し ま し た 。 避け よ う の な い 災 害 に 見 舞 われ な が ら 、 そ れ で も 圏 央 道の 開 通 に 支 障 な く 完 成 で きた の は 、 関 係 者 一 同 の 努 力の 賜 物 と 思 っ て い ま す 。　
平 成

2 9年 度 ～

3 0年 度 、 筑

西 土 木 事 務 所 の 所 長 を 務 めた 時 に は 、 常 総 バ イ パ ス の４ 車 線 化 工 事 も 最 終 盤 を 迎え て い ま し た 。  「 道 の 駅 しも つ ま 」 か ら 筑 西 市 の 境 まで の 間 を 、 平 成

3 1年 ３ 月 に

供 用 し 、 全 線 の ４ 車 線 化 が完 了 し ま し た 。 併 せ て 、 栃木 県 境 付 近 に あ た る 筑 西 市樋 口 の 、 延 長 １ ㎞ 区 間 で の４ 車 線 化 も 完 了 し 、 取 手 市西 部 か ら 栃 木 県 境 ま で の 約
5 0㎞ が 、 連 続 し て ４ 車 線 で

供 用 さ れ ま し た 。　
私 は こ の 他 に も 、 県 警 察

　
私 は

3 2～

3 3歳 の 頃 、 石 下 土 木 事 務 所 （ 現 ・ 常 総

工 事 事 務 所 ） に 勤 務 し て お り ま し た 。 道 路 改 良 、交 差 点 改 良 、  橋 梁 な ど の 現 場 を 担 当 し 、  日 々 頑 張 って い た こ と を 懐 か し く 思 い 出 し ま す 。 こ の 地 域 は名 所 旧 跡 が 多 く 、 暇 を 見 つ け て は 尋 ね 歩 い た り もし て お り ま し た 。

� （ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

　
国 道 ２ ９ ４ 号 は 、 千 葉 県

柏 市 か ら 茨 城 県 南 部 、  西 部 、栃 木 県 を 通 っ て 、 福 島 県 会　
国 道 ２ ９ ４ 号 常 総 バ イ パ

ス と の 最 初 の 出 会 い は 、 昭和

5 9年 ４ 月 、 下 館 土 木 事 務

所 で の こ と で す 。 当 時 は ＪＲ 水 戸 線 と 関 東 鉄 道 常 総 線を 跨 ぐ 神 明 大 橋 の 、 片 側 ２車 線 の 上 部 工 が 完 成 間 近 でし た 。　
ま だ 現 場 １ 年 目 だ っ た 私

は 、 先 輩 が 担 当 す る 現 場 を見 て 、 そ の 壮 大 さ に 感 動 しま し た 。  「 い つ か は 自 分 も 、

軟 弱 地 盤 の 箇 所 が た く さ んあ っ た の で す 。　
道 路 建 設 課 、 石 下 土 木 事

務 所 、 下 館 土 木 事 務 所 で 綿密 に 打 ち 合 わ せ を し な がら 、 工 事 を 進 め ま し た 。 本格 的 な 軟 弱 地 盤 処 理 は 行 わず 、 盛 れ る 高 さ ま で 土 を 盛り 、 下 が っ た ら ま た 土 を 盛る 。 落 ち 着 い た と こ ろ で 路盤 工 を 行 い 、 防 塵 処 理 を 施し 、 交 通 開 放 を す る 、 と いう や り 方 で す 。　
こ の よ う に し て 、 平 成 ７

年 、 常 総 バ イ パ ス は 暫 定 ２

み ら い 市 か ら 筑 西 市 に か けて 約

4 0㎞ の ロ ン グ バ イ パ ス

で す 。 こ の 計 画 を 最 初 に 見た と き 、  「 何 と 大 胆 な 計 画だ ろ う 」 と び っ く り し た こと を 覚 え て い ま す 。 常 総 の地 に 広 が る 美 田 の 中 を 、 どこ ま で も 真 っ 直 ぐ に の び てい く ル ー ト だ っ た の で す 。こ の 常 総 バ イ パ ス と は 、 長い お 付 き 合 い に な り ま した 。　
こ の 事 業 の 大 部 分 は 、 圃

場 整 備 事 業 と 連 携 し 、 創 設換 地 で 道 路 用 地 を 生 み 出 して い た だ き 、 そ の 後 、 道 路側 が 用 地 を 買 収 を す る 、 とい う 仕 組 み で し た 。 お か げで 、 ス ム ー ズ に 用 地 取 得 を完 了 さ せ る こ と が で き た ので す 。　
工 事 に あ た っ て は 、

ち ょ っ と 厄 介 な 問 題 が あ りま し た 。  こ の バ イ パ ス に は 、

車 線 （ 一 部 ４ 車 線 ）で 全 線 開 通 と な っ たの で す 。　
こ の 頃 、 国 道 ２ ９

４ 号 は 地 域 高 規 格 道路 に 格 上 げ と な り まし た 。 立 体 化 を 進 める 路 線 と な っ た の です 。 し か し 、 立 体 化よ り ４ 車 線 化 を 優 先し て 進 め る べ き と いう こ と に な り 、 国 道３ ５ ４ 号 交 差 点 か ら筑 西 市 に か け 、 暫 定２ 車 線 と な っ て い た
2 7・ ５ ㎞ に つ い て 、

一 気 に 拡 幅 工 事 を 進 め る こと と し た の で す 。　
こ れ だ け 長 い 区 間 の 事 業

採 択 は 例 が な い と い う こ とで 、 国 は 難 色 を 示 し て お りま し た が 、 な ん と か ク リ アで き た 時 は 本 当 に 嬉 し か った で す 。 常 総 市 、 下 妻 市 、筑 西 市 に バ ラ ン ス よ く 工 事の 進 捗 が 図 れ る よ う 、 配 慮し な が ら 工 事 を 進 め て い きま し た 。　
今 で は ４ 車 線 化 も 完 了

し 、 県 南 部 や 県 西 部 の 大 動脈 と な っ て お り ま す 。 どこ ま で も 続 く か の よ う な 、真 っ 直 ぐ な ロ ン グ バ イ パ スが 大 活 躍 し て い る の で す 。

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 道 路 建 設 課 編 ①

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

渡 辺

　
功 （ わ た な べ

　
い さ お ）

１ ９ ５ ９ 年 ２ 月

2 7日 生 ま れ 。

6 4歳 。 初 入 庁 は

8 2

年 で 、 都 市 施 設 課 に 所 属 。 そ の 後 、 下 館 土 木 事務 所 工 務 第 一 課 改 良 係 技 師 、 常 総 工 事 事 務 所 長 、都 市 整 備 課 長 な ど を 経 て 、 ２ ０ １ ９ 年 に 技 監 兼筑 西 土 木 事 務 所 長 で 定 年 を 迎 え た 。

立 体 化

よ
　

　
り ４ 車 線 化 優 先

本 部 交 通 規 制 課 に 所 属 し てい た 時 は ４ 車 線 化 の 交 差 点協 議 担 当 と し て 、 検 査 指 導課 首 席 検 査 監 で あ っ た 時 は橋 梁 工 事 等 の 検 査 で 、 常 総バ イ パ ス に 携 わ っ て い ま した 。　
県 土 木 職 員 と し て 初 め て

の 現 場 か ら 、 筑 西 土 木 事 務所 で 退 職 す る ま で の

3 5年 間

に 渡 り 、 節 目 節 目 で 常 総 バイ パ ス と 関 わ っ て き た の です 。　
現 在 、 沿 道 に は 「 ア グ リ

サ イ エ ン ス バ レ ー 常 総 」  、「 道 の 駅 常 総 」 が オ ー プ ンし 、  「 し も つ ま 鯨 工 業 団 地 」内 に は 海 外 企 業 が 進 出 す るな ど 、 そ の ス ト ッ ク 効 果 は十 分 に 現 わ れ て い ま す 。　
今 後 も 県 南 ・ 県 西 地 域 の

発 展 に 一 層 貢 献 す る こ と が期 待 さ れ て い る 大 規 模 事 業に 、 県 土 木 技 術 者 と し て 長期 間 携 わ れ た こ と は 大 変 光栄 で あ り 、 今 で も 感 謝 し てお り ま す 。

�

（ 島 津 就 子 ）

国 道 2 9 4 号 常 総 バ イ パ ス の 思 い 出

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 道 路 建 設 課 ）

元 県 土 木 部 技 監 兼 筑 西 土 木 事 務 所 長
（ 当 時 ・ 常 総 工 事 事 務 所 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 渡 辺 　 功 氏×

津 若 松 市 に 至 る 一 般 国 道 であ り ま す 。　
常 総 バ イ パ ス は 、 つ く ば

▼

ト ン ネ ル 坑 内 で 挙 行
さ れ た 貫 通 発 破 や 鏡 開き で 工 事 貫 通 を 祝 う

県 内 最 長 2 5 年 度 完 成 へ 期 待

上 曽 ト ン ネ ル 本 体 工 事 が 貫 通

石 岡 市 と 桜 川 市 、 県 ／ 工 事 関 係 者 も 参 集

通 り 初 め や 鏡 開 き で 祝 う

物 品

な
　

　
ど 追 加 受 付

８ 月 １ 日

か
　

　
ら 開 始

旧 本 庁 舎 の 解 体本 年 度 は 設 計 へ

《 牛 久 市 》《 下 妻 市 》

上 河 原 崎中 西 地 区

 

5 1 1 0万 円 で

7 4 2㎡ 用 地 落 札

店 舗 兼 共 同 住 宅 計 画セ ル レ ア

県 出 先 ４ 事 務 所茨 建 協 土 浦 支 部

事 業 打 合 せ 会 議

県 が 執 行 方 針

な
　

　
ど 説 明


